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自然資本と企業経営に関するアンケート調査 
 

掲題の件、差し支えのない範囲でアンケートへのご協力をお願い申しあげます。 

お忙しい中恐れ入りますが、本紙にご記入の上、上記返送先へご郵送（同封の

返信用封筒）、または、ＦＡＸにて送信いただくか、右記ＱＲコードよりＷｅｂ

にてご回答をお願いいたします。 

株式会社 静 岡 銀 行 

 

 

 

 
 

＜アンケートに関するお問い合わせ先＞   電話受付時間 9:00～17:00（土・日・祝日を除く） 

◆調 査 の 趣 旨 ・ 全 般 に つ い て … 静岡銀行 経営企画部（担当：谷内、渥美、戸田）   TEL：054-345-5411 

◆調査票の内容や回答方法について … 静岡経済研究所 調査部（担当：森下、岩本、駒野） TEL：054-250-8750 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

貴社名  ご連絡先  

ご担当者名 

（部署名） 
 

※記載いただいた個人情報は、ご回答内容に関する照会

や追加質問を依頼する目的でのみ利用します。 

該当事業 

（１つに○） 

１ 自動車・同部品製造業 ２ 漁業・水産加工業 ３ 製紙業 

４ 製茶業 ５ 宿泊業 ６ いずれも実施していない 
 

※回答に迷われる場合は、回答される方の主観に基づきご回答ください 
 

１．自然との関わりについて 

質問１  貴社が重要だと思う「自然資本※」について、当てはまる番号すべてに〇を付けてください。 

 

 
 
 

１ 水 （河川・地下水・湖沼などの水資源） 

３ 土壌（地面の肥沃度、浄化機能など） 

５ 地形（ 高 台 に あ る 事 業 所 な ど ） 

７ 生息環境（森林・湿地・海岸などの自然環境） 

２ 大気  （空気の綺麗さ、気候、気温など） 

４ 鉱物 （鉄、レアメタルなどの鉱物資源） 

６ 生物  （作物、魚、家畜、受粉昆虫など） 

８ 海の状態（海の塩分濃度、潮流、酸素量など） 

※「自然資本」とは、自然が私たちの生活や企業の事業活動に恩恵をもたらす「資本」であることに着目した表現です。 

本調査では、事業に関わる「自然との接点」を整理するために、代表的な８つの「自然資本」を項目として挙げています。 

≪本調査の趣旨≫ 
 

➢ 静岡県は、富士山をはじめ、川や森、海など多様な自然に支えられて産業が発展してきました。 

➢ 近年、気候変動や資源の枯渇、自然の損失といった環境関連の課題が顕在化するなかで、「ネイチャーポジティ

ブ（これ以上の自然の損失を止め、回復させていく）」という考え方が世界的に広がりつつあり、企業において

も、自然との接点や関わりを見直し、より良い関係を築いていくことが求められています。 

➢ 本調査では、特定の事業を対象に、「どのような自然に支えられているか」、「自然にどのような影響を与えてい

るか」といった、自然との関わりに焦点を当てています。特に、静岡県という自然豊かな地域において、企業がど

のような課題や配慮を感じているか実態を把握するため、ぜひ皆様の率直なご意見をお聞かせください。 
 

前年度の調査結果はこちら⇒自然資本・生物多様性に関する基礎調査報告書 

https://www.shizuoka-fg.co.jp/sustainability/pdf/investigative_report.pdf


 

 
 

 

 
 

 

質問２  事業活動の各工程で、自然資本の恩恵を受けていると思う番号すべてに〇を付けてください。 

項目 
仕入・ 

原料調達 
生産・ 

栽培・加工 
販売・ 

サービス提供 
該当なし 

川や湖、地下からの水の使用（量） １ ２ ３ ４ 

綺麗な水の使用（質） １ ２ ３ ４ 

安定した気候（温暖化への影響） １ ２ ３ ４ 

質の高い土壌（作物の生育など） １ ２ ３ ４ 

森林などによる土砂の流出防止や斜面の安定化 １ ２ ３ ４ 

自然由来の資源の使用（農作物、水産物、森林資源など） １ ２ ３ ４ 

遺伝資源の利用（品種改良や研究など） １ ２ ３ ４ 

自然による洪水・台風などの被害防止・緩和 １ ２ ３ ４ 

水・土壌・空気の浄化機能 １ ２ ３ ４ 

ごみや排泄物の分解・吸収 １ ２ ３ ４ 

干潟・湿地・沿岸など事業に関わる生物の生息地維持 １ ２ ３ ４ 

自然環境が見た目や音環境を快適にしてくれる １ ２ ３ ４ 

質問３  事業活動の各工程で、自然資本に影響を与えていると思う番号すべてに〇を付けてください。 

項目 
仕入・ 

原料調達 
生産・ 

栽培・加工 
販売・ 

サービス提供 
該当なし 

事業で大量の水を使用している １ ２ ３ ４ 

排水を川に流している １ ２ ３ ４ 

CO２を排出している １ ２ ３ ４ 

ホコリやガスなどを排出している １ ２ ３ ４ 

化学物質や重金属などを排出している １ ２ ３ ４ 

窒素やリンなどが多く流れすぎている １ ２ ３ ４ 

ごみや廃棄物を出している １ ２ ３ ４ 

開発や造成で自然の土地を大きく使っている １ ２ ３ ４ 

魚、植物、木材などの生物資源を採っている １ ２ ３ ４ 

石、砂、金属などの鉱物資源を採掘している １ ２ ３ ４ 

照明の使用や、騒音の発生がある １ ２ ３ ４ 

質問４  質問２、質問３で選択した部分について、貴社事業がどのように関わっているか具体的にご記入ください。 

≪記入例≫ 仕入・原料調達：地下水を洗浄用水として使用している。原材料として木材や農産物など自然由来の資源を調達している。 

生産・製造・加工：製造工程で天竜川の水やエネルギーを多く使用している。工場周辺では大雨時の浸水や土砂災害の影響が懸念される。 

販売・サービス提供：店舗や観光施設では、景観や快適な気候が来訪者の満足度に影響する。顧客が製品を使用する際に電力を多く使う。 

 

 

 

 

 

⇒裏面に続きます。 



２．ネイチャーポジティブに関する理解度 

質問５  「ネイチャーポジティブ」という言葉を知っていましたか。該当する番号に〇を付けてください。 

 

１  よく知っており、 
内容も理解している 

２  聞いたことはあるが、 
意味までは十分知らなかった 

３ 今回はじめて知った 

 

 

 

 
 

 

質問６  貴社におけるネイチャーポジティブの重要性について、該当する番号に〇を付けてください。 

 

１ 非常に重要である 

４ 全く重要ではない 

２ やや重要である 

５ どちらとも言えない 

３ あまり重要ではない 

 

 

質問７  ネイチャーポジティブへの取組みについて、どのような利害関係者から期待や要求がありますか。 

該当する番号すべてに〇を付けてください。 
 

１ 顧客・取引先 

３ 地域住民・NGO等 

５ 同業他社（業界内） 

２ 投資家・株主 

４ 行政 

６ 特に感じていない 

６ その他（具体的にご記入ください：                                             ） 

 

３．ネイチャーポジティブに関する取組み状況 

質問８  ネイチャーポジティブに向けた取組みのうち、それぞれ当てはまる番号に〇を付けてください。 
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事業活動と自然との関わりについて整理している １ ２ ３ ４ ５ 

自然に負担をかけないように工夫している【低減・回避】 １ ２ ３ ４ ５ 

自然の保護や、元の姿に戻すための活動をしている【保全・回復】 １ ２ ３ ４ ５ 

社内で取り組むための仕組みづくりや専門部署の設置をしている １ ２ ３ ４ ５ 

原材料などの取引先に対しても、自然への配慮を依頼している １ ２ ３ ４ ５ 

社内で自然に関する取組み内容や結果を伝えている １ ２ ３ ４ ５ 

自然への取組みを社外にも公表している １ ２ ３ ４ ５ 

その他（                                  ） １ ２ ３ ４ ５ 

※ネイチャーポジティブとは日本語で「自然再興」といい、「自然を回復軌道に乗せるため、生物多様性の損失を止め、反転

させる」ことを指します。国際社会では、2030 年までにネイチャーポジティブを達成し、2050 年には自然を完全回復させ

ることが目標として掲げられています。 



 

 

質問10  取組みを進めるうえでの課題や障壁について、該当する番号すべてに〇を付けてください。 

 

１ 社内に必要な知識・専門性が不足している 

３ 取り組むメリットや効果がわかりにくい 

５ 他の経営課題を優先せざるを得ない 

２ 人員・予算などのリソースが不足している 

４ 具体的に何をすればいいのかわからない 

６ 特に障壁はない 

７ その他（具体的にご記入ください：                                             ） 

 

質問11  取組みを進めるうえで必要と考える情報や支援について、該当する番号すべてに〇を付けてください。 

 

１ 具体的な成功事例の情報 

３ 国や自治体の支援制度・補助金の情報 

５ ガイドラインやマニュアルの提供 

２ 専門家のアドバイスやコンサルティング支援 

４ 研修や教育プログラムの提供 

６ 金融支援 

７ その他（具体的にご記入ください：                                             ） 

 

質問12  その他、自然資本や企業経営に関してご意見や補足事項など自由にご記入ください。 

 

 

質問９  前項の【低減・回避】、【保全・回復】に向けた取組みについて、それぞれ該当する番号に〇を付けてください。 
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CO２排出量の削減（省エネ設備の導入、再エネの購入 など） １ ２ ３ ４ 

廃棄物の削減 １ ２ ３ ４ 

リサイクルの推進 １ ２ ３ ４ 

節水・水資源の有効活用 １ ２ ３ ４ 

排水や排ガスの管理・低減 １ ２ ３ ４ 

環境に配慮した商品の購入 １ ２ ３ ４ 

周辺環境に配慮した工場・事務所建設 １ ２ ３ ４ 

環境系認証の取得（ISO14001、エコアクション 21 など） １ ２ ３ ４ 

自然環境に貢献する製品・サービスの開発・提供 １ ２ ３ ４ 

植林や森林保全活動 １ ２ ３ ４ 

カーボンクレジット（J-クレジット等）の活用 １ ２ ３ ４ 

その他（                                          ） １ ２ ３ ４ 

低減・回避 

保全・回復 

アンケートは以上です。ご協力いただき、誠にありがとうございました。 

 


